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(57)【要約】
【課題】複数の画像から合成画像を生成する際の画像を
選択する負担を軽減できること。
【解決手段】撮像装置１は、画像取得部５１と、画像設
定部５２と、画像選択部５４と、画像生成部５５と、を
備える。画像取得部５１は、相異なるグループの各々に
属する複数の画像を取得する。画像設定部５２は、新た
な画像生成に使用する画像数を決定する。画像選択部５
４は、画像取得部５１により取得された相異なるグルー
プの各々に属する複数の画像の付帯情報に基づいて、複
数の画像から画像設定部５２より決められた画像数の画
像を選択する。画像生成部５５は、画像選択部５４によ
り選択された複数の画像から、新たな画像を生成する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相異なるグループの各々に属する複数の画像を取得する画像取得手段と、
　新たな画像生成に使用する画像数を決定する画像数決定手段と、
　前記画像取得手段により取得された前記相異なるグループの各々に属する複数の画像の
付帯情報に基づいて、前記画像取得手段により取得された前記複数の画像から、前記画像
数決定手段により決定された前記画像数の画像を選択する画像選択手段と、
　前記画像選択手段により選択された複数の画像から、新たな画像を生成する生成手段と
、
　を備えたことを特徴とする画像生成装置。
【請求項２】
　前記相異なるグループに属する複数の画像の各々の付帯情報を評価する評価手段を備え
、
　前記画像選択手段は、前記評価手段による評価に基づいて、前記相異なるグループの各
々から画像を選択する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像生成装置。
【請求項３】
　前記画像選択手段は、前記相異なるグループ内における前記評価手段による評価の高さ
が所定の順位の画像を各々選択する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像生成装置。
【請求項４】
　前記画像選択手段は、前記相異なるグループの各々から、前記複数の画像を選択する、
　ことを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項５】
　前記画像選択手段は、前記相異なるグループの各々から、当該相異なるグループの各々
に属する複数の画像の総数より少ない数の画像を選択する、
　ことを特徴とする請求項１から４の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項６】
　前記相異なるグループから特定のグループを選択するグループ選択手段を更に備え、
　前記画像選択手段は、前記相異なるグループのうち、前記グループ選択手段により特定
のグループとして選択されたグループと、当該特定のグループとして選択されなかったグ
ループとで、画像の選択手法を変更する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像生成装置。
【請求項７】
　前記画像選択手段は、前記特定のグループ内では前記評価手段による評価が所定の順位
の画像を選択する一方、前記相異なるグループのうち、前記特定のグループ以外のグルー
プ内では無作為に画像を選択する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の画像生成装置。
【請求項８】
　複数の画像を相異なるグループに分割する分割手段を更に備え、
　前記画像選択手段は、前記分割手段によって相異なるグループに分割された複数の画像
を取得する、
　ことを特徴とする請求項１から７の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項９】
　前記分割手段は、複数の画像を前記画像数決定手段により決定された前記画像数に対応
する数の相異なるグループに分割する、
　ことを特徴とする請求項８に記載の画像生成装置。
【請求項１０】
　複数の期間から特定の期間を設定する期間設定手段を更に備え、
　前記画像取得手段は、前記期間設定手段により設定された期間に対応する前記相異なる
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グループの各々に属する複数の画像を取得する、
　ことを特徴とする請求項１から９の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項１１】
　前記相異なるグループは、特定の日単位、週単位、月単位、季節単位、年単位、又は暦
単位である特定の単位毎となる、
　ことを特徴とする請求項１から１０の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項１２】
　前記生成手段は、前記新たな画像として、前記選択された複数の画像を１つの画像内に
配置した画像を生成する、
　ことを特徴とする請求項１から１１の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項１３】
　前記選択された複数の画像の１つの画像内への配置は、位置とサイズを予め設定したレ
イアウトに基づいて決定する、
　ことを特徴とする請求項１２に記載の画像生成装置。
【請求項１４】
　前記画像選択手段は、前記相異なるグループに属する複数の画像から動画像又は静止画
像の少なくとも一方を選択する、
　ことを特徴とする請求項１から８の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項１５】
　前記画像選択手段は、前記特定のグループに属する複数の画像から動画像又は静止画像
の少なくとも一方を選択する、
　ことを特徴とする請求項６又は７に記載の画像生成装置。
【請求項１６】
　前記評価手段による評価結果に基づいて、前記相異なるグループの各々に属する複数の
画像の各画像に動画生成のための再生時間を設定する再生時間設定手段と、
　を更に備え、
　前記画像数決定手段は、前記再生時間設定手段により設定された前記再生時間に基づい
て、新たな動画の生成に使用する画像数を決定する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像生成装置。
【請求項１７】
　前記生成手段は、前記新たな画像として、前記選択された複数の画像をつなぎ合わせて
動画を生成する、
　ことを特徴とする請求項１から６の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項１８】
　前記生成手段は、前記選択された画像に基づいて、エフェクトを付与する、
　ことを特徴とする請求項１７に記載の画像生成装置。
【請求項１９】
　前記画像数決定手段は、ユーザ操作に基づいて、任意に画像生成に使用する画像数を決
定する、
　ことを特徴とする請求項１から１８の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項２０】
　相異なるグループの各々に属する複数の画像を各々取得する画像取得ステップと、
　新たな画像生成に使用する画像数を決定する画像数決定ステップと、
　前記画像取得ステップにより各々取得された前記相異なるグループの各々に属する複数
の画像の付帯情報に基づいて、前記画像取得ステップにより取得された前記複数の画像か
ら、前記画像数決定ステップにより決定された前記画像数の画像を選択する画像選択ステ
ップと、
　前記画像選択ステップにより選択された複数の画像から、新たな画像を生成する生成ス
テップと、
　を含むことを特徴とする画像生成方法。
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【請求項２１】
　コンピュータを、
　相異なるグループの各々に属する複数の画像を各々取得する画像取得手段、
　新たな画像生成に使用する画像数を決定する画像数決定手段、
　前記画像取得手段により各々取得された前記相異なるグループの各々に属する複数の画
像の付帯情報に基づいて、前記画像取得手段により取得された前記複数の画像から、前記
画像数決定手段により決定された前記画像数の画像を選択する画像選択手段、
　前記画像選択手段により選択された複数の画像から、新たな画像を生成する生成手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像生成装置、画像生成方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、複数の画像から所定の枚数の画像を合成した画像を生成する技術が知られて
いる（特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－４３３６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した特許文献１に記載された技術は、ユーザが全ての画像を選択す
る必要があったため、選択する画像の量によっては、ユーザへの負担が大きくなる虞があ
った。
【０００５】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、複数の画像から合成画像を生
成する際の画像を選択する負担を軽減させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の一態様の画像生成装置は、
　相異なるグループの各々に属する複数の画像を取得する画像取得手段と、
　新たな画像生成に使用する画像数を決定する画像数決定手段と、
　前記画像取得手段により取得された前記相異なるグループの各々に属する複数の画像の
付帯情報に基づいて、前記画像取得手段により取得された前記複数の画像から、前記画像
数決定手段により決定された前記画像数の画像を選択する画像選択手段と、
　前記画像選択手段により選択された複数の画像から、新たな画像を生成する生成手段と
、
　を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、複数の画像から合成画像を生成する際の画像を選択する負担を軽減で
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態に係る撮像装置のハードウェアの構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本実施形態において生成される新たな画像を説明するための模式図である。



(5) JP 2016-66343 A 2016.4.28

10

20

30

40

50

【図３】図１の撮像装置の機能的構成のうち、画像生成処理を実行するための機能的構成
を示す機能ブロック図である。
【図４】図３の機能的構成を有する図１の撮像装置が実行する画像生成処理の流れを説明
するフローチャートである。
【図５】第２の実施形態における画像生成処理の流れを説明するフローチャートである。
【図６】第３の画像生成処理を実行するための機能的構成を示す機能ブロック図である。
【図７】第３の実施形態における画像生成処理の流れを説明するフローチャートである。
【図８】第４の実施形態における画像生成処理の流れを説明するフローチャートである。
【図９】第５の実施形態における画像選択処理の流れを説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について、図面を用いて説明する。
【００１０】
＜第１の実施形態＞
　図１は、本発明の一実施形態に係る撮像装置のハードウェアの構成を示すブロック図で
ある。
　撮像装置１は、例えばデジタルカメラとして構成される。
【００１１】
　撮像装置１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１１と、
ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１２と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１３と、バス１４と、入出力インターフェース１５と、撮像部１６
と、入力部１７と、出力部１８と、記憶部１９と、通信部２０と、ドライブ２１と、を備
えている。
【００１２】
　ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２に記録されているプログラム、又は、記憶部１９からＲＡＭ
１３にロードされたプログラムに従って各種の処理を実行する。
【００１３】
　ＲＡＭ１３には、ＣＰＵ１１が各種の処理を実行する上において必要なデータ等も適宜
記憶される。
【００１４】
　ＣＰＵ１１、ＲＯＭ１２及びＲＡＭ１３は、バス１４を介して相互に接続されている。
このバス１４にはまた、入出力インターフェース１５も接続されている。入出力インター
フェース１５には、撮像部１６、入力部１７、出力部１８、記憶部１９、通信部２０及び
ドライブ２１が接続されている。
【００１５】
　撮像部１６は、図示はしないが、光学レンズ部と、イメージセンサと、を備えている。
【００１６】
　光学レンズ部は、被写体を撮影するために、光を集光するレンズ、例えばフォーカスレ
ンズやズームレンズ等で構成される。
　フォーカスレンズは、イメージセンサの受光面に被写体像を結像させるレンズである。
ズームレンズは、焦点距離を一定の範囲で自在に変化させるレンズである。
　光学レンズ部にはまた、必要に応じて、焦点、露出、ホワイトバランス等の設定パラメ
ータを調整する周辺回路が設けられる。
【００１７】
　イメージセンサは、光電変換素子や、ＡＦＥ（Ａｎａｌｏｇ　Ｆｒｏｎｔ　Ｅｎｄ）等
から構成される。
　光電変換素子は、例えばＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉ
ｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）型の光電変換素子等から構成される。光電変換素子
には、光学レンズ部から被写体像が入射される。そこで、光電変換素子は、被写体像を光
電変換（撮像）して画像信号を一定時間蓄積し、蓄積した画像信号をアナログ信号として
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ＡＦＥに順次供給する。
　ＡＦＥは、このアナログの画像信号に対して、Ａ／Ｄ（Ａｎａｌｏｇ／Ｄｉｇｉｔａｌ
）変換処理等の各種信号処理を実行する。各種信号処理によって、ディジタル信号が生成
され、撮像部１６の出力信号として出力される。
　このような撮像部１６の出力信号を、以下、「撮像画像のデータ」と呼ぶ。撮像画像の
データは、ＣＰＵ１１や図示しない画像処理部等に適宜供給される。
【００１８】
　入力部１７は、各種釦等で構成され、ユーザの指示操作に応じて各種情報を入力する。
　出力部１８は、ディスプレイやスピーカ等で構成され、画像や音声を出力する。
　記憶部１９は、ハードディスク或いはＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等で構成され、各種画像のデータを記憶する。
　通信部２０は、インターネットを含むネットワークを介して他の装置（図示せず）との
間で行う通信を制御する。
【００１９】
　ドライブ２１には、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリ
等よりなる、リムーバブルメディア３１が適宜装着される。ドライブ２１によってリムー
バブルメディア３１から読み出されたプログラムは、必要に応じて記憶部１９にインスト
ールされる。また、リムーバブルメディア３１は、記憶部１９に記憶されている画像のデ
ータ等の各種データも、記憶部１９と同様に記憶することができる。
【００２０】
　このように構成される撮像装置１では、複数の画像から自動的に画像を選択し、当該選
択した画像に対して、画像処理を施して１の新たな画像を生成する。
【００２１】
　ここで、本実施形態において生成される新たな画像について説明する。
　図２は、本実施形態において生成される新たな画像を説明するための模式図である。
　本実施形態においては、図２に示すように、新たな画像として、選択した複数の画像を
合成して１枚の画像に集約した画像（以下、「合成画像」ともいう。）と、選択した複数
の画像をフレーム画像として用いた動画の２種類の画像を生成する。
　また、本実施形態においては、画像を点数化した結果を画像の評価として用いて、当該
画像の評価に基づいて、画像の選択基準の１つとして用いるように構成する。
【００２２】
　合成画像は、本実施形態においては、複数の画像を無造作に切り貼りして集約したよう
な画像、いわゆる、コラージュ画像として生成する。コラージュ画像は、１枚の画像内に
、大きさ、角度や場所を含む配置が異なるように配置される。予め、配置する領域や大き
さが決めて構成したり、画像の選択条件に応じて都度設定して構成したりする。
　また、画像の選択条件に応じて都度設定して構成した場合に、選択された画像に、点数
が付いていたときには、点数に応じて、大きさや配置等が変更されるように構成する。具
体的には、画像Ａ乃至画像Ｅが選択され、画像Ｃ、画像Ｂ、画像Ａ、画像Ｄ、画像Ｅの順
に点数が付いていた場合には、例えば、点数の高い順に、画像において見やすい位置に配
置されたり、サイズが大きくされたりする。
【００２３】
　これに対して、動画は、設定した動画の総時間になるように、選択された複数の画像を
フレーム画像として並べてつなぎ合わせたダイジェスト動画として生成される。即ち、選
択した１つの画像に対して動画における時間が割り当てられ、割り当てられた時間になる
ように対応するフレーム数分同じ画像をつなぎ合わせる。他の画像においても割り当てら
れた時間になるように対応するフレーム数分同じ画像をつなぎ合わせ、１つのダイジェス
ト動画を構成する。
　また、動画では、選択された画像に、点数が付いていた場合には、点数に応じて、再生
順番や再生時間の長さが決定されるように構成される。具体的には、コラージュ画像の場
合と同じように、画像Ａ乃至画像Ｅが選択され、画像Ｃ、画像Ｂ、画像Ａ、画像Ｄ、画像
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Ｅの順に点数が付いていたときには、例えば、点数の高い順に、時間Ｔ１乃至Ｔ５のよう
に総再生時間に対して割り当てる再生時間を長くし、再生順番を前にするように構成する
。
【００２４】
　このように撮像装置１においては、新しい画像（コラージュ画像又はダイジェスト動画
）を生成することで、複数の画像から新しい画像を生成する際にユーザが画像を選択する
負担を軽減し、さらに、ユーザの満足度が高い新しい画像を生成することができる。
【００２５】
　図３は、このような撮像装置１の機能的構成のうち、画像生成処理を実行するための機
能的構成を示す機能ブロック図である。
　画像生成処理とは、複数の画像の中から、評価の高い画像を選択して、選択した複数の
画像を合成する一連の処理をいう。本実施形態の画像生成処理では、選択した複数の画像
を合成して、１枚の合成画像であるコラージュ画像を生成する。
【００２６】
　画像生成処理を実行する場合には、図３に示すように、ＣＰＵ１１において、画像取得
部５１と、画像設定部５２と、画像評価部５３と、画像選択部５４と、画像生成部５５と
、が機能する。
【００２７】
　また、記憶部１９の一領域には、画像記憶部７１と、画像情報記憶部７２と、が設定さ
れる。
【００２８】
　画像記憶部７１には、画像のデータが記憶される。画像のデータには、日付や撮影情報
等が付帯情報として、各画像の所定の情報領域（静止画像の場合、ＥＸＩＦ（Ｅｘｃｈａ
ｎｇｅａｂｌｅ　ｉｍａｇｅ　ｆｉｌｅ　ｆｏｒｍａｔ）領域）に書き込まれている。
【００２９】
　ここで、「撮影情報」とは、撮影時の条件や撮影後の画像に関する情報であり、例えば
、画像サイズ、アスペクト比、露光時間、ＡＦ（Ａｕｔｏ　Ｆｏｃｕｓ）、ＡＥ（Ａｕｔ
ｏｍａｔｉｃ　Ｅｘｐｏｓｕｒｅ）、撮影シーン判定結果、撮影モード、顔の検出数・サ
イズ・位置等の情報を含む。
【００３０】
　画像情報記憶部７２には、合成画像に使用する画像の枚数（以下、「合成枚数」という
。）、選択した画像の合成画像内での配置、選択対象を決定するための点数の閾値等の生
成する画像に関する情報（以下、「画像情報」という。）が記憶される。
【００３１】
　画像取得部５１は、撮像部１６や外部から画像を取得して、画像記憶部７１に取得した
画像を記憶させる。
【００３２】
　画像設定部５２は、ユーザの入力部１７に対する操作に基づいて、使用を希望する画像
や使用を希望しない画像を設定する。設定した情報は、画像の付帯情報に付加する。
【００３３】
　画像評価部５３は、取得された画像の評価をする。画像評価部５３における画像の評価
は、各画像の付帯情報のうち、撮影情報に対して点数を付与して行う。点数が高ければ評
価の高い画像となるため選択される可能性が高まり、点数が低ければ低い評価の画像とな
るため選択される可能性が低くなる。画像評価部５３は、付与した点数を画像の付帯情報
に記憶させる。
【００３４】
　具体的には、画像評価部５３は、画像サイズ、アスペクト比、露光時間、ＡＦ（Ａｕｔ
ｏ　Ｆｏｃｕｓ）、ＡＥ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｅｘｐｏｓｕｒｅ）、撮影シーン判定結
果、撮影モード、顔の検出数・サイズ・位置等の撮影情報を用いて、例えば、表示に適す
るか否かの観点で、表示に適する画像と判断できる撮影情報の場合は加点し、表示に適さ
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ない画像と判断できる撮影情報の場合は減点するという画像の評価を行う。
【００３５】
　「画像サイズ」の場合には、フルＨＤ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）のムービー
の画質に対応できる画像のサイズかどうかを判断して、点数を決定する。例えば、フルＨ
Ｄのムービーの画質に対応できない画像サイズの場合には、減点する。
　「アスペクト比」の場合には、アスペクト比の違いを見て、点数を決定する。例えば、
縦撮りをした画像を横画像用に変換させ変換後の左右の領域にブランク領域が出た画像の
場合には、表示するには適してない画像として減点する。
　「露光時間」の場合には、露光時間の違いを見て、点数を決定する。例えば、露光時間
が長ければ長いほど、画像のブレが生じている可能性あるため表示に適さない画像として
減点する。
　「ＡＦ」については、合焦の状態を見て、点数を決定する。例えば、合焦していなけれ
ば、ブレている画像の可能性があるため減点する。
　「ＡＥ」の場合には、露出の状態を見て、点数を決定する。例えば、露出アンダーや露
出オーバーの場合は、減点する。
　「撮影シーン判定結果」の場合には、判定されたシーンに応じて点数を決定する。例え
ば、カメラが特殊なシーンと判定して撮影したものか否かを判定し、特殊なシーンと判定
して撮影した場合には、加点する。
　「撮影モード」の場合には、設定された撮影モードに応じて点数を決定する。例えば、
画像に特殊な加工を施す撮影モードで撮影した場合は、加点する。
　「顔の検出数・サイズ・位置」の場合には、ユーザの好適と思える趣向により決定され
、顔の検出頻度や画像内に占める割合や位置の重要度に応じて、点数を決定する。例えば
、顔の検出頻度が多く、顔サイズも多く、中央付近である場合には、ユーザにとって大事
な写真であると考えられるため加点する。
【００３６】
　画像選択部５４は、画像情報記憶部７２に記憶される画像情報のうち、表示する画像の
枚数において、画像設定部５２によって設定された画像の使用可否と、画像評価部５３に
よる評価に基づいて、画像の合成に用いる画像の選択を行う。
　具体的には、画像選択部５４は、例えば、表示する画像の枚数が５枚だった場合に、全
画像から使用を希望しない画像として設定された画像を選択対象から外し、さらに、点数
が閾値より低い画像を選択対象から外した上で、点数が高い順に画像を５枚選択する。
【００３７】
　画像生成部５５は、画像情報記憶部７２に記憶される画像情報のうち、画像選択部５４
により選択された複数の画像の各々を合成対象の画像の所定の領域に配置して合成するこ
とで、１枚の合成画像としてコラージュ画像を生成する。
【００３８】
　図４は、図３の機能的構成を有する図１の撮像装置１が実行する画像生成処理の流れを
説明するフローチャートである。
　画像生成処理は、ユーザによる入力部１７への画像生成処理開始の操作により開始され
る。画像生成処理の実行に際して、画像取得部５１は、撮像部１６や外部から画像を取得
して、画像記憶部７１に取得された画像を記憶させておく。
【００３９】
　ステップＳ１１において、画像設定部５２は、ユーザによる入力部１７への操作によっ
て、事前に「使用を希望する画像」、「使用を希望しない画像」を設定する。設定された
情報は、画像の付帯情報に付加される。
【００４０】
　ステップＳ１２において、画像評価部５３は、画像の撮影情報に基づいて、画像に点数
を付与する。具体的には、画像評価部５３は、画像サイズ、アスペクト比、露光時間、Ａ
Ｆ（Ａｕｔｏ　Ｆｏｃｕｓ）、ＡＥ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｅｘｐｏｓｕｒｅ）、撮影シ
ーン判定結果、撮影モード、顔の検出数・サイズ・位置等の撮影情報を用いて、例えば、
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表示に適するか否かの観点で画像の評価を行う。その結果、点数が高い画像や点数が低い
画像が決定され、画像評価部５３は、付与した点数を画像の付帯情報に記憶させる。
【００４１】
　ステップＳ１３において、画像選択部５４は、各画像の付帯情報を参照して、画像を撮
影日時順にソートする。
【００４２】
　ステップＳ１４において、画像選択部５４は、画像設定部５２により設定された「使用
を希望しない画像」を選択対象から外す。詳細には、画像選択部５４は、各画像の付帯情
報を参照して、使用を希望しない画像に該当している画像を選択対象から外す。
【００４３】
　ステップＳ１５において、画像選択部５４は、点数が閾値よりも低い画像を選択対象か
ら外す。詳細には、画像選択部５４は、各画像の付帯情報を参照して、点数が閾値より低
いか否かを判定して、該当している画像を選択対象から外す。
【００４４】
　ステップＳ１６において、画像選択部５４は、コラージュ画像の入れ替えを行っても一
度も使用（表示）されておらず、まだ合成対象として使用されていない「使用を希望する
画像」の数が０枚であるか否かを判定する。画像選択部５４は、各画像の付帯情報を参照
して、使用を希望しない画像に該当している画像の数をカウントして、０枚か否かを判定
する。
　未使用の「使用を希望する画像」の数が０枚でない場合には、ステップＳ１６において
ＮＯと判定されて、処理はステップＳ２０に進む。ステップＳ２０以降の処理は後述する
。
　未使用の「使用を希望する画像」の数が１枚以上である場合には、ステップＳ１６にお
いてＹＥＳと判定されて、処理はステップＳ１７に進む。
　なお、以降の処理においては、未使用の［使用を希望する画像］を優先的に選択対象と
する処理が複数設けられる。
【００４５】
　ステップＳ１７において、画像選択部５４は、撮影日時順にソートした複数の画像を［
合成枚数］のグループに等分に分ける。
【００４６】
　ステップＳ１８において、画像選択部５４は、作成された［合成枚数］のグループから
特定のグループをランダムに選択する。
【００４７】
　ステップＳ１９において、画像選択部５４は、選択された特定のグループ内で一番点数
の高い画像を選択し、他のグループでは画像をランダムに選択する。即ち、画像選択部５
４は、特定のグループ内で点数を基準に画像を選択するか、他のグループからランダムに
画像を選択するか、画像の選択の基準が変わる。その後処理は、ステップＳ２４に進む。
ステップＳ２４の処理は後述する。
【００４８】
　ステップＳ２０において、画像選択部５４は、未使用の［使用を希望する画像数］が［
合成枚数］以上合成枚数であるか否かを判定する。
　未使用の［使用を希望する画像数］が［合成枚数］以上である場合には、ステップＳ２
０においてＹＥＳと判定されて、処理はステップＳ２１に進む。
【００４９】
　ステップＳ２１において、画像選択部５４は、未使用の「使用を希望する画像」を点数
の高い順に［合成枚数］だけ選択する。その後、処理はステップＳ２４に進む。
【００５０】
　これに対して、未使用の［使用を希望する画像の数］が［合成枚数］未満である場合に
は、ステップＳ２０においてＮＯと判定されて、処理はステップＳ２２に進む。
【００５１】
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　ステップＳ２２において、画像選択部５４は、未使用の「使用を希望する画像」を選択
する。
【００５２】
　ステップＳ２３において、画像選択部５４は、合成枚数点数が高い順に［合成枚数］分
の画像を選択する。即ち、画像選択部５４は、未使用の「使用を希望する画像」中の上位
の［合成枚数］分の画像を選択する。
【００５３】
　ステップＳ２４において、画像生成部５５は、画像選択部５４により選択された画像を
合成して１枚の合成画像であるコラージュ画像を生成する。
　具体的には、画像生成部５５は、画像Ａ乃至画像Ｅが選択され、画像Ｃ、画像Ｂ、画像
Ａ、画像Ｄ、画像Ｅの順に点数が付いている図２の例の場合には、点数の高い順に、画像
において見やすい位置に配置されたり、サイズが大きくされたりする。
　その後、画像生成部５５は、生成したコラージュ画像を画像記憶部７１に記憶させる。
【００５４】
　ステップＳ２５において、画像選択部５４は、入力部１７等からコラージュ画像の入れ
替えの指示がされたか否かを判定する。
　コラージュ画像の入れ替えの指示があった場合には、ステップＳ２５においてＹＥＳと
判定されて、処理はステップＳ１６に戻る。
　コラージュ画像の入れ替えの指示がなかった場合には、ステップＳ２５においてＮＯと
判定されて、画像生成処理は終了する。
【００５５】
　したがって、撮像装置１においては、コラージュ画像を入れ替える際には、使用を希望
する画像が一度も使用されていない場合は、優先的に選択する。また、画像を撮影日時順
にグループ分けして、画像を時系列にまんべんなく選択する。さらに、グループによって
画像の自動選択方法を変える。
　これにより、撮像装置１では、単純に画像をランダムに入れ替えても、ユーザの満足度
の高い結果にはならない場合があるが、画像自動選択によるランダム性は残しつつ、ユー
ザが望む画像が出やすくなるので、画像合成の完成度が高まる。
【００５６】
　上述した実施形態では、点数の高い順に、画像において見やすい位置に配置されたり、
サイズが大きくされたりして構成したがこれに限られない、例えば、点数の高い画像に色
が際立つような特殊な効果を施したり等装飾の効果を付加するように構成してもよい。
【００５７】
＜第２の実施形態＞
　上述した実施形態では、画像生成処理として、選択した複数の画像から１枚の合成画像
としてコラージュ画像を生成するように構成したが、本実施形態では、選択した複数の画
像をつなぎ合わせて、１つのダイジェスト動画を生成する。
　本実施形態においては、上述した実施形態とハードウェア構成及び画像生成処理を実行
する機能構成が同一であるため、説明は省略する。なお、本実施形態においては、上述の
実施形態のコラージュ画像とは異なり、ダイジェスト動画を生成するため、画像生成部５
５における画像生成の処理も異なり、画像の選択の基準についても異なるため、以下の画
像生成処理の流れを説明するフローチャートにて詳細に説明を行う。
【００５８】
　図５は、第２の実施形態における画像生成処理の流れを説明するフローチャートである
。
　画像生成処理は、ユーザによる入力部１７への画像生成処理開始の操作により開始され
る。画像生成処理の実行に際して、画像取得部５１は、撮像部１６や外部から画像を取得
して、画像記憶部７１に取得した画像を記憶させておく。
【００５９】
　ステップＳ４１において、画像設定部５２は、ユーザによる入力部１７への操作によっ
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て、事前に「使用を希望する画像」、「使用を希望しない画像」を設定する。設定された
情報は、画像の付帯情報に付加される。
【００６０】
　ステップＳ４２において、画像評価部５３は、画像の撮影情報に基づいて、画像に点数
を付与する。具体的には、画像評価部５３は、画像サイズ、アスペクト比、露光時間、Ａ
Ｆ（Ａｕｔｏ　Ｆｏｃｕｓ）、ＡＥ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｅｘｐｏｓｕｒｅ）、撮影シ
ーン判定結果、撮影モード、顔検出数・サイズ・位置等の撮影情報を用いて、例えば、表
示に適するか否かの観点での画像の評価を行う。その結果、点数が画像や点数が低い画像
が決定し、画像評価部５３は、付与した点数を画像の付帯情報に記憶させる。
【００６１】
　ステップＳ４３において、画像評価部５３は、付与された点数に基づいて、画像毎の再
生時間を算出する。具体的には、画像評価部５３は、例えば、高い点数の場合には、長い
生成時間を算出するように構成する。
【００６２】
　ステップＳ４４において、画像選択部５４は、各画像の付帯情報を参照して、画像を撮
影日時順にソートする。
【００６３】
　ステップＳ４５において、画像選択部５４は、画像設定部５２により設定された「使用
を希望しない画像」を選択対象から外す。詳細には、画像選択部５４は、各画像の付帯情
報を参照して、使用を希望しない画像に該当している画像を選択対象から外す。
【００６４】
　ステップＳ４６において、画像選択部５４は、点数が閾値よりも低い画像を選択対象か
ら外す。詳細には、画像選択部５４は、各画像の付帯情報を参照して、点数が閾値より低
いか否かを判定して、該当している画像を選択対象から外す。
【００６５】
　ステップＳ４７において、画像選択部５４は、全画像の合計再生時間が画像情報記憶部
７２に記憶される目標再生時間以下であるか否かを判定する。
　全画像の合計再生時間が目標再生時間以下である場合には、ステップＳ４７においてＹ
ＥＳと判定されて、処理はステップＳ４８に進む。
【００６６】
　ステップＳ４８において、画像選択部５４は、全画像を選択する。即ち、画像選択部５
４は、全ての画像から「使用を希望しない画像」と、点数が閾値よりも低い画像を除外し
た残りの画像全てを選択する。その後、処理はステップＳ５４に進む。ステップＳ５４以
降の処理は後述する。
【００６７】
　これに対して、全画像の合計再生時間が目標再生時間以上である場合には、ステップＳ
４７においてＮＯと判定されて、処理はステップＳ４９に進む。
【００６８】
　ステップＳ４９において、画像選択部５４は、「使用を希望する画像」の合計再生時間
が目標再生時間以上であるか否かを判定する。
　「使用を希望する画像」の合計再生時間が目標再生時間以上である場合には、ステップ
Ｓ４９においてＹＥＳと判定されて、処理はステップＳ５０に進む。
【００６９】
　ステップＳ５０において、画像選択部５４は、目標再生時間に収まる範囲で、「使用を
希望する画像」を点数の高い順から選択する。その後、処理はステップＳ５４に進む。
【００７０】
　これに対して、「使用を希望する画像」の合計再生時間が目標再生時間以下である場合
には、ステップＳ４９においてＮＯと判定されて、処理はステップＳ５１に進む。
【００７１】
　ステップＳ５１において、画像選択部５４は、「使用を希望する画像」を全て選択する
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。
【００７２】
　ステップＳ５２において、画像選択部５４は、残りの画像を撮影日時順にソートし、５
ファイルごとにグループ分けをする。なお、本実施形態においては、グループ数を５とし
たが、対象となる画像の集合数に応じて、グループ数を変更するように構成する。具体的
には、ユーザが設定するムービーの長さによって、必要な画像のファイル数が変わってく
るため、例えば、１００枚までは、５ファイルでグループ分けして、１０１枚以上は、１
０ファイルでグループ分けするように構成してもよい。また、グループ分けする際に発生
した５ファイル以下の画像は、これら５ファイル以下の画像たちを一つのグループとして
扱って画像の選択の対象とすれば良い。
【００７３】
　ステップＳ５３において、画像選択部５４は、目標再生時間に収まる範囲で、各グルー
プから点数順に１画像ずつ選択する。
【００７４】
　ステップＳ５４において、画像選択部５４は、選択した画像を、当該画像の付帯情報を
参照して、撮影日時順にソートする。
【００７５】
　ステップＳ５５において、画像生成部５５は、画像選択部５４により選択され、撮影日
時順にソートされた画像を再生時間分でつなぎ合わせて１つのダイジェスト動画を生成す
る。即ち、画像生成部５５は、選択した画像を算出された再生時間となるように、時間に
対応するフレーム数分、画像をつなぎ合わせ、他の画像に対しても算出された再生時間と
なるように順次つなぎ合わせることでダイジェスト動画を生成する。具体的には、画像生
成部５５は、画像Ａ乃至画像Ｅが選択され、画像Ｃ、画像Ｂ、画像Ａ、画像Ｄ、画像Ｅの
順に点数が付いていたような図２の例の場合には、点数の高い順に、時間Ｔ１乃至Ｔ５の
ように総再生時間に対して割り当てる再生時間を長くし、再生順番を前にするように構成
する。
　なお、選択された画像間には、トランジションやパンやズームなどの特殊効果を入れる
ように構成することができ、各画像の点数に応じて当該特殊効果をダイジェスト動画中に
反映させるかどうかを選択できるようにしても良い。
　例えば、点数が低い場合（静止画の再生時間が短い場合）は画像間に特殊効果を挿入し
なかったり、点数が高い場合（静止画の再生時間が長い場合）は画像間に特殊効果を挿入
しなかったりするダイジェスト動画を構成することができる。
　また、ダイジェスト動画を構成する画像の点数に応じて、画像間の特殊効果の種類を変
えるようにしてもよい。
　また、ダイジェスト動画を構成するのは静止画のみだけでなく、静止画と動画の組み合
わせや、動画と動画の組み合わせでも良い。この場合は、ダイジェスト動画についても画
像評価部５３が静止画と同様に評価をして、点数を付与することで、再生時間を決定する
。
　その後、画像生成処理は終了する。
【００７６】
　したがって、撮像装置１では、撮影情報などから画像に点数を付けたり、ユーザが選ん
だ画像を優先的に選択したり、点数と撮影日時に応じて、使用する画像を自動選択したり
、画像の点数に応じて、再生時間や特殊効果を変えたりするため、少ない操作手順でもユ
ーザの満足度が高いダイジェスト動画を作成でき、複数の画像からダイジェスト動画を生
成する際にユーザが画像を選択する負担を軽減することができる。
【００７７】
　なお、上述の実施形態では、画像情報記憶部７２に記憶される目標再生時間に基づいて
、ダイジェスト動画を生成するが、当該目標再生時間は、例えば、１分や５分等のように
事前にユーザによって自由に設定可能に構成される。
【００７８】
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　また、上述の実施形態では、点数が高く評価の高い順に再生時間を長くし、再生順番を
前にするように構成したが、これに限られず、例えば、視聴のピークとなるであろう時間
帯（例えば、総再生時間の中間付近）に点数が高い画像の再生位置となるようにしたり、
点数が高い画像を複数回再生するようにしたりして構成してもよい。
【００７９】
＜第３の実施形態＞
　本実施形態においては、コラージュ画像が所定の期間において、グループ分けされた画
像群から選択されたグループを代表する画像（以下、「代表画像」という。）に基づいて
作成されるように構成する。また、本実施形態においては、コラージュ画像を構成する各
画像のサイズや配置を各々規定する複数のレイアウトの中から選択して決定するように構
成する。複数のレイアウトは、コラージュ画像を構成する各代表画像のサイズや配置のう
ち、少なくとも何れかが各々異なるものとなっている。
　なお、本実施形態においては、上述した実施形態と共通する部分（ハードウェア構成及
び画像生成処理を実行する機能構成）の説明は省略する。
【００８０】
　図６は、第３の実施形態における画像生成処理を実行するための機能的構成を示す機能
ブロック図である。
【００８１】
　画像生成処理を実行する場合には、図６に示すように、ＣＰＵ１１において、画像取得
部５１と、画像設定部５２と、画像評価部５３と、画像選択部５４と、画像生成部５５と
に加えて、出力制御部５６と、効果選択部５７と、が機能する。
【００８２】
　また、記憶部１９の一領域には、画像記憶部７１と、画像情報記憶部７２とに加えて、
効果情報記憶部７３と、が設定される。
　効果情報記憶部７３には、コラージュ画像における画像のサイズや配置の画像効果を示
したレイアウト（本実施形態においては、１０種類のレイアウト）に関する情報が記憶さ
れる。
【００８３】
　画像設定部５２は、お気に入り画像の設定を行う。お気に入り画像の設定は、ユーザに
より入力部１７を介して画像記憶部７１に記憶される各画像に対して行われ、評価が高ま
り代表画像として選択されやすくなる［お気に入り］と、代表画像として選択してほしく
ない［非お気に入り］と、［それ以外］の設定を行う。お気に入り画像の設定は、画像情
報記憶部７２に記憶される。
【００８４】
　また、画像設定部５２は、コラージュ画像として用いる画像の選択対象となる期間を設
定する。本実施形態においては、画像設定部５２は、ユーザによる入力部１７を介した入
力操作により設定された日付を画像の選択対象の期間として設定する。なお、画像設定部
５２は、ユーザにより入力部１７を介して、時間単位、週単位、月単位を画像の選択対象
の期間として指定するように構成しても良いし、複数の日同士、複数の週単位同士、複数
の月単位同士等を複合した期間や相異なる単位同士の期間（例えば、日や週等の単位の異
なるもの同士を組み合わせた期間）を指定するように構成しても良い。
【００８５】
　また、画像設定部５２は、ユーザによる入力部１７を介した設定操作により、コラージ
ュ画像に使用する画像の枚数を設定する。
【００８６】
　画像評価部５３は、上述した実施形態における評価基準と同様に、撮影情報等に基づい
て、時間単位でグループ分けされた画像群をグループ毎で評価する。画像評価部５３は、
例えば、設定した日付において、所定の時間毎（例えば、６時から９時，１０時から１３
時，１４時から１７時，１７時から２０時等の時間帯）に分類されたグループに属する画
像を、グループ毎に評価する。評価に際しては、上述した実施形態と同様に、撮影情報に
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基づいて、点数を付与し、さらに、画像設定部５２により設定されたお気に入り画像の情
報に基づいて行う。即ち、評価は、撮影情報に基づいて付与された点数に、例えば、［お
気に入り］である場合には、加点をし、［それ以外］である場合には加点を行わず、［非
お気に入り］である場合には点数を減点する等の選択から排除されるような処理を行う。
最終的に、点数の高い画像を評価が高いものとして扱う。
【００８７】
　画像選択部５４は、画像評価部５３による評価に基づいて、グループ毎に代表画像を選
択する。本実施形態においては、画像選択部５４は、グループにおいて最も点数の高い画
像を代表画像として選択する。
【００８８】
　出力制御部５６は、選択した代表画像や、選択可能なレイアウトの候補（本実施形態に
おいては、１０種類のレイアウトの候補）を表示させるように出力部１８を制御する。
【００８９】
　効果選択部５７は、効果情報記憶部７３に記憶されるレイアウトをユーザの指示に基づ
いて、選択する。なお、効果選択部５７は、設定においてレイアウトを自動的に選択する
ように構成したり、画像の属性に応じてレイアウトを自動的に選択したりするように構成
しても良い。
【００９０】
　図７は、第３の実施形態における画像生成処理の流れを説明するフローチャートである
。
【００９１】
　ステップＳ７１において、画像取得部５１は、撮像部１６や外部から画像を取得する。
取得された画像は、画像記憶部７１に記憶される。
【００９２】
　ステップＳ７２において、画像設定部５２は、ユーザにより入力部１７を介して画像記
憶部７１に記憶される各画像に対して、［お気に入り］・［非お気に入り］・［それ以外
］のお気に入り画像を設定する。
【００９３】
　ステップＳ７３において、画像設定部５２は、複数の日付の候補から画像の選択対象と
なる日付を設定する。具体的には、画像設定部５２は、既に撮像された複数の静止画像の
所定の情報領域（例えば、ＥＸＩＦ（Ｅｘｃｈａｎｇｅａｂｌｅ　ｉｍａｇｅ　ｆｉｌｅ
　ｆｏｒｍａｔ）領域）に記憶された各付帯情報の撮影日時を参照して、複数の撮影日時
を一覧表示させる。
【００９４】
　ステップＳ７４において、画像設定部５２は、一覧表示された日付から特定の日付が、
ユーザによる入力部１７を介した入力操作により設定されたか否かを判定する。
　特定の日時が設定されない場合には、ステップＳ７４においてＮＯと判定されて、処理
はステップＳ７３に戻る。
　特定の日付が設定された場合には、ステップＳ７４においてＹＥＳと判定されて、処理
はステップＳ７５に進む。
【００９５】
　ステップＳ７５において、画像評価部５３は、設定された特定の日付で撮影された画像
群からグループ分けされた画像群をグループ毎に評価する。具体的には、画像評価部５３
は、例えば、設定された日付において、所定の時間毎（例えば、６時から９時，１０時か
ら１３時，１４時から１７時，１７時から２０時等の時間帯）に分類されたグループに属
する画像を、グループ毎に評価する。
【００９６】
　ステップＳ７６において、画像選択部５４は、画像評価部５３による評価に基づいて、
グループ毎に代表画像を選択する。
【００９７】
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　ステップＳ７７において、出力制御部５６は、選択された代表画像を一覧表示するよう
出力部１８を制御する。その結果、出力部１８には、ユーザにより選択された代表画像で
コラージュ画像を作成してよいか否かの判断が可能なように代表画像が一覧表示される。
【００９８】
　ステップＳ７８において、画像選択部５４は、ユーザによる入力部１７を介した入力操
作により、選択された代表画像でコラージュ画像を作成するか否かを判定する。
　選択された代表画像でコラージュ画像を作成しない場合には、ステップＳ７８において
ＮＯと判定されて、処理はステップＳ７６に戻る。その後、ステップＳ７６において次点
等により、代表画像の再選択が行われる。
　選択された代表画像でコラージュ画像を作成する場合には、ステップＳ７８においてＹ
ＥＳと判定されて、処理はステップＳ７９に進む。
【００９９】
　ステップＳ７９において、出力制御部５６は、効果情報記憶部７３に記憶される選択可
能なレイアウトの候補を一覧表示させるように出力部１８を制御する。その結果、出力部
１８には、ユーザによりコラージュ画像に用いるレイアウトが選択の判断が可能なように
各レイアウトが一覧表示される。その後、ユーザによる入力部１７を介した選択指示によ
り、効果選択部５７は、効果情報記憶部７３に記憶されるレイアウトから、所定のレイア
ウトを選択する。
【０１００】
　ステップＳ８０において、効果選択部５７は、ユーザによる入力部１７を介した選択操
作により、レイアウトが選択されたか否かを判定する。
　レイアウトが選択されなかった場合には、ステップＳ８０においてＮＯと判定されて、
処理はステップＳ７９に戻る。
　レイアウトが選択された場合には、ステップＳ８０においてＹＥＳと判定されて、処理
はステップＳ８１に進む。
【０１０１】
　ステップＳ８１において、画像生成部５５は、選択された複数の代表画像を所定のレイ
アウトに沿って合成することで１つのコラージュ画像を作成する。
【０１０２】
　ステップＳ８２において、画像選択部５４は、入力部１７等からコラージュ画像の入れ
替えの指示がされたか否かを判定する。
　コラージュ画像の入れ替えの指示があった場合には、ステップＳ８２においてＹＥＳと
判定されて、処理はステップＳ７６に戻る。
　コラージュ画像の入れ替えの指示がなかった場合には、ステップＳ８２においてＮＯと
判定されて、処理はステップＳ８３に進む。
【０１０３】
　ステップＳ８３において、画像生成部５５は、例えば、ユーザによる入力部１７への画
像生成処理終了の操作があった等により画像生成処理を終了するか否かを判定する。
　画像生成処理を終了しない場合には、ステップＳ８３においてＮＯと判定されて、待機
状態となる。
　画像生成処理を終了する場合には、ステップＳ８３においてＹＥＳと判定されて、処理
はステップＳ８４に進む。
【０１０４】
　ステップＳ８４において、画像生成部５５は、例えば、ユーザによる入力部１７への記
録指示の操作があった等により記録指示があったか否かを判定する。
　記録指示がない場合には、ステップＳ８４においてＮＯと判定されて、画像生成処理は
終了する。
　記録指示があった場合には、ステップＳ８４においてＹＥＳと判定されて、処理はステ
ップＳ８５に進む。
【０１０５】
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　ステップＳ８５において、画像生成部５５は、作成されたコラージュ画像を画像記憶部
７１に記録する。その後、画像生成処理は終了する。
　なお、作成されたコラージュ画像の記録は、上述したように入れ替えの指示がなかった
場合に、画像記憶部７１に記録することに限らず、入れ替えの指示がある毎に作成される
コラージュ画像全てに対して画像記憶部７１に記録させるよう構成しても良い。
【０１０６】
　したがって、撮像装置１においては、画像を撮影した日付と、レイアウトをユーザが選
ぶだけで、自動的に画像を選択して、楽しい時間を凝縮した１枚のコラージュ画像を作成
することができる。また、撮像装置１においては、自動的に選択された画像をワンタッチ
で選び直したり、お気に入りの画像を優先的に選択したりすることも可能になる。
【０１０７】
＜第４の実施形態＞
　本実施形態においては、ダイジェスト動画が所定の日付において、グループ分けされた
静止画像／動画像群から選択されたグループを代表する代表静止画像／代表動画像（以下
、単に「代表画像」ともいう。）に基づいて作成されるように構成する。また、本実施形
態においては、選択された代表画像の部分について評価に応じて、同一内容の画像におい
てズーム動作やパンニング動作のような画像内のエフェクトを加えたりするように構成す
る。さらに、本実施形態においては、ＢＧＭ（ＢａｃｋＧｒｏｕｎｄ　Ｍｕｓｉｃ）や用
途に応じてダイジェスト動画の長さをユーザが選択できるように構成する。
　なお、本実施形態においては、上述した実施形態と共通する部分（ハードウェア構成及
び画像生成処理を実行する機能構成）の説明は省略する。
【０１０８】
　画像記憶部７１には、撮像部１６や外部から取得された静止画像に加えて、動画像も記
憶される。
　効果情報記憶部７３には、さらにＢＧＭ（本実施形態においては、４種類）と、作成可
能なダイジェスト動画の長さ（本実施形態においては、３０秒、１分、３分の３種類）と
、画像内のエフェクトの情報が記憶される。
【０１０９】
　画像設定部５２は、ユーザによる入力部１７を介した設定操作により、ＢＧＭ（本実施
形態においては、４種類）とダイジェスト動画の長さ（本実施形態においては、３０秒、
１分、３分の３種類）を設定する。
【０１１０】
　画像選択部５４は、画像評価部５３による各画像（各静止画像／各動画像）の評価に基
づいて、設定されたダイジェスト動画の長さに応じた数を分類された各画像から代表画像
（代表静止画像／代表動画像）として選択する。
【０１１１】
　効果選択部５７は、選択された代表画像（代表静止画像／代表動画像）の評価に基づい
て、効果情報記憶部７３に記憶されるエフェクトの情報から同一内容の画像においてズー
ム動作やパンニング動作のような画像内のエフェクトを選択する。具体的には、効果選択
部５７は、例えば、評価の最も高い代表画像に対して、エフェクトを付加するように選択
する。なお、効果選択部５７は、選択された代表静止画像／代表動画像の評価に基づいて
、画像間のエフェクト（いわゆる、トランジション）や再生順番を変更するエフェクトを
付与するように構成してもよい。
【０１１２】
　図８は、第４の実施形態における画像生成処理の流れを説明するフローチャートである
。
【０１１３】
　ステップＳ１０１において、画像取得部５１は、撮像部１６や外部から画像（静止画像
及び動画像）を取得する。取得された画像（静止画像及び動画像）は、画像記憶部７１に
記憶される。
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【０１１４】
　ステップＳ１０２において、画像設定部５２は、ユーザにより入力部１７を介して画像
記憶部７１に記憶される各画像（各静止画像及び各動画像）に対して、［お気に入り］・
［非お気に入り］・［それ以外］のお気に入り画像を設定する。
【０１１５】
　ステップＳ１０３において、画像設定部５２は、ダイジェスト動画に付与するＢＧＭを
設定する。具体的には、ユーザによる入力部１７を介した設定操作により、効果情報記憶
部７３に記憶される４種類のＢＧＭの中から設定する。この際、ユーザにより選択可能な
ように、出力制御部５６は、ＢＧＭのタイトル等を表示出力するように出力部１８を制御
する。
【０１１６】
　ステップＳ１０４において、画像設定部５２は、ダイジェスト動画の長さを設定する。
具体的には、ユーザによる入力部１７を介した設定操作により、効果情報記憶部７３に記
憶されるダイジェスト動画の長さ（本実施形態においては、３０秒、１分、３分の３種類
）の中から設定する。この際、ユーザにより選択可能なように、出力制御部５６は、選択
可能なダイジェスト動画の長さの情報を表示出力するように出力部１８を制御する。
【０１１７】
　ステップＳ１０５において、画像設定部５２は、複数の候補の日付から選択対象となる
日付を設定する。具体的には、画像設定部５２は、既に撮像された複数の画像の付帯情報
を参照して、複数の画像の撮影日時を一覧表示させる。
【０１１８】
　ステップＳ１０６において、画像設定部５２は、一覧表示された撮影日時から特定の日
付が、ユーザによる入力部１７を介した入力操作により設定されたか否かを判定する。
　特定の日時が設定されない場合には、ステップＳ１０６においてＮＯと判定されて、処
理はステップＳ１０５に戻る。
　特定の日付が設定された場合には、ステップＳ１０６においてＹＥＳと判定されて、処
理はステップＳ１０７に進む。
【０１１９】
　ステップＳ１０７において、画像評価部５３は、設定された特定の日付で撮影された画
像群からグループ分けされた画像（静止画像及び動画像）群をグループ毎に評価する。具
体的には、画像評価部５３は、例えば、設定した日付において、所定の時間毎（６時から
９時，１０時から１３時，１４時から１７時，１７時から２０時）に分類されたグループ
に属する静止画像及び動画像を、グループ毎に評価する。
【０１２０】
　ステップＳ１０８において、画像選択部５４は、画像評価部５３による各画像（各静止
画像／各動画像）の評価に基づいて、設定されたダイジェスト動画の長さに応じた数を分
類された各画像から代表画像（代表静止画像／代表動画像）として選択する。
【０１２１】
　ステップＳ１０９において、出力制御部５６は、選択した代表画像（代表静止画像及び
代表動画像）を一覧表示するよう出力部１８を制御する。その結果、出力部１８には、ユ
ーザにより選択された代表画像（代表静止画像及び代表動画像）で動画を作成してよいか
否かの判断が可能なように代表画像（代表静止画像及び代表動画像）が一覧表示される。
【０１２２】
　ステップＳ１１０において、画像選択部５４は、ユーザによる入力部１７を介した入力
操作により、選択された代表画像でダイジェスト動画を作成するか否かを判定する。
　選択された代表画像でダイジェスト動画を作成しない場合には、ステップＳ１１０にお
いてＮＯと判定されて、処理はステップＳ１０８に戻る。その後、ステップＳ１０８にお
いて次点等により、代表画像（代表静止画像及び代表動画像）の再選択が行われる。
　選択された代表画像でダイジェスト動画を作成する場合には、ステップＳ１１０におい
てＹＥＳと判定されて、処理はステップＳ１１１に進む。
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【０１２３】
　ステップＳ１１１において、効果選択部５７は、選択された代表画像（代表静止画像／
代表動画像）の評価に基づいて、効果情報記憶部７３に記憶されるエフェクトの情報から
同一内容の画像においてズーム動作やパンニング動作のような画像内のエフェクトを選択
する。具体的には、効果選択部５７は、例えば、評価の最も高い代表画像に対して、エフ
ェクトを付加するように選択する。
【０１２４】
　ステップＳ１１２において、画像生成部５５は、選択された代表画像（代表静止画像／
代表動画像）を用いて、設定されたＢＧＭ、ダイジェスト動画の長さとなるようにつなぎ
合わせて１つのダイジェスト動画を作成する。また、画像生成部５５は、代表画像（代表
静止画像／代表動画像）の評価に基づいて選択されたエフェクトを所定の代表画像に対応
する部分に付与する。
【０１２５】
　ステップＳ１１３において、画像選択部５４は、入力部１７等からダイジェスト動画の
入れ替えの指示がされたか否かを判定する。
　ダイジェスト動画の入れ替えの指示があった場合には、ステップＳ１１３においてＹＥ
Ｓと判定されて、処理はステップＳ１０８に戻る。
　ダイジェスト動画の入れ替えの指示がなかった場合には、ステップＳ１１３においてＮ
Ｏと判定されて、処理はステップＳ１１４に進む。
【０１２６】
　ステップＳ１１４において、画像生成部５５は、例えば、ユーザによる入力部１７への
画像生成処理終了の操作があった等により画像生成処理を終了するか否かを判定する。
　画像生成処理を終了しない場合には、ステップＳ１１４においてＮＯと判定されて、待
機状態となる。
　画像生成処理を終了する場合には、ステップＳ１１４においてＹＥＳと判定されて、処
理はステップＳ１１５に進む。
【０１２７】
　ステップＳ１１５において、画像生成部５５は、例えば、ユーザによる入力部１７への
記録指示の操作があった等により記録指示があったか否かを判定する。
　記録指示がない場合には、ステップＳ１１５においてＮＯと判定されて、画像生成処理
は終了する。
　記録指示があった場合には、ステップＳ１１５においてＹＥＳと判定されて、処理はス
テップＳ１１６に進む。
【０１２８】
　ステップＳ１１６において、画像生成部５５は、作成されたダイジェスト動画を画像記
憶部７１に記録する。その後、画像生成処理は終了する。
　なお、作成されたダイジェスト動画の記録は、上述したように入れ替えの指示がなかっ
た場合に、画像記憶部７１に記録することに限らず、入れ替えの指示がある毎に作成され
るダイジェスト動画全てに対して画像記憶部７１に記録させるよう構成しても良い。
【０１２９】
　なお、上述した画像生成処理においては、特に評価の高い画像を選択した後に、残りの
画像を時間順にソートして、撮影時間の早い順に所定の枚数（例えば、５枚）ごとにグル
ープ化してから、残りの目標再生時間分に対応する代表画像を選択し、当該画像を用いて
画像を生成するように構成することができる。
【０１３０】
　したがって、撮像装置１においては、画像を撮影した日付をユーザが選択するだけで、
エフェクトなどを自動的に付加した１本のダイジェスト動画を作成することができる。ま
た、撮像装置１においては、動画に付加されるＢＧＭや動画の長さをユーザが選択するこ
とが可能になる。
【０１３１】
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　＜第５の実施形態＞
　本実施形態では、使用する画像の種類（静止画のみ／動画のみ／動画と静止画の両方）
を選択することができるように構成する。
　また、上述した画像生成処理においては、特に評価の高い画像を選択した後に、残りの
画像を時間順にソートして、撮影時間の早い順に所定の枚数（例えば、５枚）ごとにグル
ープ化してから、残りの目標再生時間分に対応する代表画像を選択し、当該画像を用いて
画像を生成するように構成することができたが、このような方式では、撮影時間の遅い画
像が選択されないことがあったため、本実施形態においては、残りの画像のグループを（
残りの目標再生時間）／（画像１枚当たりの再生時間）の数に分けることで、全ての画像
から代表画像が選択出来るように構成する。
　また、本実施形態においては、縦向きの画像やタイムラプス画像等の特殊な手法で撮影
された画像や特殊な効果が付加された画像を選択しないように構成する。
【０１３２】
　本実施形態においては、画像を選択する処理（以下、「画像選択処理」という。）は、
以下のような手順を経て行うように構成する。
　図９は、第５の実施形態における画像選択処理の流れを説明するフローチャートである
。
【０１３３】
　ステップＳ１３１において、ユーザによる入力部１７への使用画像種類選択操作により
、使用する画像の種類を選択する。
　画像選択部５４は、ユーザによって選択された種類の画像（例えば、静止画のみ／動画
のみ／動画と静止画の両方）を、選択日付の画像を更新日時順にソートする。なお、更新
日付とは、画像ファイルの更新があった日であり、画像の撮影日や閲覧によりファイルを
使用した日を含む。更新日時順にソートとは、現在時刻に近い順にソートすることをいう
。
【０１３４】
　ステップＳ１３２において、画像選択部５４は、設定に応じて画像を外すため、対象画
像で選択した種類以外の画像を選択対象から外す。
【０１３５】
　ステップＳ１３３において、画像選択部５４は、閾値未満の画像やマイナス評価の画像
を選択対象から外す。本実施形態において、マイナス評価の画像は、例えば、画像の向き
が９０度や２７０度等の縦向きの画像やタイムラプス画像やダイジェスト画像である。
【０１３６】
　ステップＳ１３４において、画像選択部５４は、外した画像以外の異なる評価の画像の
点数がある画像（以下、「評価の高い画像」という。）と点数がない画像（以下、「評価
の低い画像」という。）の表示時間の合計が設定時間以内であるか否かを判定する（目標
再生時間≧選択候補画像の表示時間の合計）。
　異なる評価の画像の表示時間の合計が設定時間以内だった場合には、ステップＳ１３４
において、ＹＥＳと判定され、処理はステップＳ１３５に進む。
【０１３７】
　ステップＳ１３５において、画像選択部５４は、外した画像以外の異なる評価の画像全
てを選択する。その際、画像選択部５４は、画像生成用に、選択した画像を更新時間順に
整列して選択する。その後、画像を選択する処理は終了し、画像を生成する処理に進む。
【０１３８】
　これに対して、異なる評価の画像の表示時間の合計が設定時間を超えている場合には、
ステップＳ１３４において、ＮＯと判定され、処理はステップＳ１３６に進む。
【０１３９】
　ステップＳ１３６において、画像選択部５４は、評価の高い画像が表示時間を超えるか
否かを判定する（目標再生時間≦評価の高い画像の表示時間の合計）。
　評価の高い画像が表示時間を超えた場合には、ステップＳ１３６においてＹＥＳと判定
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されて、処理はステップＳ１３７に進む。
【０１４０】
　ステップＳ１３７において、画像選択部５４は、評価の高い画像を点数順にソートして
、点数の高い順の画像の合計が表示時間となるまで、画像を選択する。なお、点数が同じ
画像がある場合には、更新時間が早い順に選択する。その際、画像選択部５４は、画像生
成用に、選択した画像を更新時間順にソートして選択する。その後、画像を選択する処理
は終了し、画像を生成する処理に進む。
【０１４１】
　これに対して、評価の高い画像が表示時間以内だった場合には、ステップＳ１３６にお
いてＮＯと判定されて、処理はステップＳ１３８に進む。
【０１４２】
　ステップＳ１３８において、画像選択部５４は、評価の高い画像全てを選択する。
【０１４３】
　ステップＳ１３９において、画像選択部５４は、評価の低い画像を更新時間順にソート
させ、更新時間順にグループ分けを行う。グループ数は、例えば、（目標再生時間－選択
した評価の高い画像の合計時間）／５［小数点切り上げ］で決定する。決定したグループ
数に従って、各グループで画像が均等になるように更新時間順に評価の低い画像を振り分
ける。
【０１４４】
　ステップＳ１４０において、画像選択部５４は、グループ毎に評価の低い画像を点数順
に整列し、選択された評価の高い画像分の残りの目標再生時間となるように各グループか
ら点数の高い順に画像を選択する。その後、画像を選択する処理は終了し、画像を生成す
る処理に進む。
【０１４５】
　以上のように構成される撮像装置１は、画像取得部５１と、画像設定部５２と、画像選
択部５４と、画像生成部５５と、を備える。
　画像取得部５１は、相異なるグループの各々に属する複数の画像を取得する。
　画像設定部５２は、新たな画像生成に使用する画像数を決定する。
　画像選択部５４は、画像取得部５１により取得された相異なるグループの各々に属する
複数の画像の付帯情報に基づいて、相異なるグループの各々から画像設定部５２より決め
られた画像数の画像を選択する。
　画像生成部５５は、画像選択部５４により選択された複数の画像から、新たな画像を生
成する。
　これにより、撮像装置１においては、複数の画像から合成画像を生成する際の画像を選
択する負担を軽減させる。
【０１４６】
　また、撮像装置１は、相異なるグループに属する複数の画像の各々の付帯情報を評価す
る画像評価部５３を備える。
　画像選択部５４は、画像評価部５３による評価に基づいて、相異なるグループの各々か
ら画像を選択する。
　これにより、撮像装置１においては、ユーザの所望する画像を新たな画像を生成するた
めに用いる画像として選択することができる。
【０１４７】
　画像選択部５４は、相異なるグループ内における評価手段による評価の高さが所定の順
位の画像を各々選択する。
　これにより、撮像装置１においては、ユーザの所望する画像を新たな画像を生成するた
めに用いる画像として選択することができる。
【０１４８】
　画像選択部５４は、相異なるグループの各々から、複数の画像を選択する。
　これにより、撮像装置１においては、ユーザの所望する画像を新たな画像を生成するた
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めに用いる画像として選択することができる。
【０１４９】
　画像選択部５４は、相異なるグループの各々から、当該相異なるグループの各々に属す
る複数の画像の総数より少ない数の画像を選択する。
　これにより、撮像装置１においては、ユーザの所望する画像を新たな画像を生成するた
めに用いる画像として選択することができる。
【０１５０】
　画像選択部５４は、相異なるグループ内における画像評価部５３による評価の高さが所
定の順位の画像を各々選択する。
　これにより、撮像装置１においては、ユーザの所望する画像を新たな画像を生成するた
めに用いる画像として選択することができる。
【０１５１】
　画像選択部５４は、相異なるグループから特定のグループを選択する。
　また、画像選択部５４は、記相異なるグループのうち、グループ選択手段により特定の
グループとして選択されたグループと、当該特定のグループとして選択されなかったグル
ープとで、画像の選択手法を変更する。
　これにより、撮像装置１においては、よりユーザの所望する画像を新たな画像を生成す
るために用いる画像として選択することができる。
【０１５２】
　画像選択部５４は、特定のグループ内では画像評価部５３による評価が所定の順位の画
像を選択する一方、相異なるグループのうち、特定のグループ以外のグループ内では無作
為に画像を選択する。
　これにより、撮像装置１においては、よりユーザの所望する画像を新たな画像を生成す
るために用いる画像として選択することができる。
【０１５３】
　また、画像選択部５４は、複数の画像を相異なるグループに分割する。
　画像取得部５１は、画像選択部５４によって相異なるグループに分割された複数の画像
を取得する。
　これにより、撮像装置１においては、相異なるグループ単位で画像を扱うことができ、
ユーザの所望する画像を新たな画像を生成するために用いる画像として選択することがで
きる。
【０１５４】
　また、画像選択部５４は、複数の画像を画像設定部５２により決定された画像数に対応
する数の相異なるグループに分割する。
　これにより、撮像装置１においては、決定された画像数に対応する数の相異なるグルー
プに分割して、各グループから画像を選択することで、相異なる画像が選択されるために
、多様性のある新たな画像を生成することができる。
【０１５５】
　また、撮像装置１は、複数の期間から特定の期間を設定する画像設定部５２を更に備え
る。
　画像取得部５１は、画像設定部５２により設定された期間に対応する相異なるグループ
の各々に属する複数の画像を取得する。
　これにより、撮像装置１においては、よりユーザの所望する画像を新たな画像を生成す
るために用いる画像として選択することができる。
【０１５６】
　相異なるグループは、特定の日単位、週単位、月単位、季節単位、年単位、又は暦単位
である特定の単位毎となる。
　これにより、撮像装置１においては、特定の日単位、週単位、月単位、年単位、又は暦
単位である特定の単位毎のイベント毎に新たな画像を生成することができる。
【０１５７】
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　画像生成部５５は、新たな画像として、選択された複数の画像を１つの画像内に配置し
た画像を生成する。
　これにより、撮像装置１においては、例えば、コラージュ画像において、ユーザの所望
する画像を自動的に生成することができる。
【０１５８】
　また、撮像装置１では、選択された複数の画像の１つの画像内への配置は、位置とサイ
ズを予め設定したレイアウトに基づいて決定する。
　これにより、撮像装置１においては、ユーザは、最終的なコラージュ画像をイメージし
やすくなる。
【０１５９】
　また、画像選択部５４は、相異なるグループに属する複数の画像から動画像又は静止画
像の少なくとも一方を選択する。
　これにより、撮像装置１においては、動画像又は静止画像を用いた新たな画像を生成す
ることができる。
【０１６０】
　また、画像選択部５４は、特定のグループに属する複数の画像から動画像又は静止画像
の少なくとも一方を選択する。
　これにより、撮像装置１においては、動画像又は静止画像を用いた新たな画像を生成す
ることができる。
【０１６１】
　また、画像設定部５２は、画像評価部５３による評価結果に基づいて、相異なるグルー
プの各々に属する複数の画像の各画像に動画生成のための再生時間を設定する。
　また、画像設定部５２は、設定された再生時間に基づいて、新たな動画の生成に使用す
る画像数を決定する。
　これにより、撮像装置１においては、設定された再生時間に基づいて、新たな動画に使
用する画像数が決定されるために、ユーザの所望する再生時間で、動画を生成することが
できる。
【０１６２】
　画像生成部５５は、新たな画像として、選択された複数の画像をつなぎ合わせて動画を
生成する。
　これにより、撮像装置１においては、複数のユーザの所望する画像から構成される動画
を自動的に生成することができる。
【０１６３】
　画像生成部５５は、選択された画像に基づいて、エフェクトを付与する。
　これにより、撮像装置１においては、例えば、評価の高い画像にエフェクトを付与する
ために、ユーザのより所望する画像に対して視覚的な効果を付与でき、複数のユーザの所
望する画像から構成される効果的な動画を自動的に生成することができる。
【０１６４】
　画像設定部５２は、ユーザ操作に基づいて、任意に画像生成に使用する画像数を決定す
る。
　これにより、撮像装置１においては、ユーザの所望する画像数を決定することができる
。
【０１６５】
　なお、本発明は、上述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成でき
る範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
【０１６６】
　上述の実施形態では、画像の評価に際して、撮影情報を用いたがこれに限られず、例え
ば、閲覧回数や画像にプロテクトがかかっている等の観点からユーザの趣向を判断して点
数を付与するように構成してもよい。
【０１６７】
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　また、上述の実施形態では、画像の選択に関して、特定の日付や特定の日付以降の日付
のみを使用する用の日付の期限を設けてもよい。また、例えば、日、週、月、年、季節、
暦等の特定の期間を単位とした画像のみを選択するように構成してもよい。また、時間単
位、数日単位、週単位、月単位等の所定の期間の他に、複数の日を選択するように構成し
てもよいし、複数の日同士、複数の時間帯同士、他の異なる単位の期間（例えば、単位の
異なる日や週の組み合わせ）同士を選択するように構成してもよい。
【０１６８】
　また、上述の実施形態では、画像の選択対象として、主に、静止画について説明を行っ
たが、動画を画像の選択対象とするように構成してもよい。この場合、ズーム等の特定の
操作が行われたシーンや代表シーン等に対応するフレーム画像を画像の生成に用いる画像
とするように構成してもよい。
【０１６９】
　また、上述の実施形態では、画像の選択に関して、撮影情報を用いるように構成したが
、これに限られず、例えば、ユーザの興味がある可能性が高い画像の閲覧回数や閲覧時間
を評価の条件（配点）としてもよい。具体的には、閲覧時間が長い場合には加点され、ズ
ーム等の操作が閲覧時にあったものには加点され、動画に関しては最後まで再生されなか
ったときや早送りしたときには減点されるように構成してもよい。
　さらに、この場合には、単純に表示の回数や時間をカウントするだけでなく、視線検出
や装置の姿勢検出を行って、表示画面に視線を向けている時間や画像の表示中の姿勢が正
しい状態であるかを判断して、実質的な画像の閲覧回数や閲覧時間をカウントするように
構成してもよい。
【０１７０】
　また、上述した実施形態における評価基準に加えて、画像を解析して、検出した顔に笑
顔が含まれる場合には楽しい画像であると判断して、評価を高くする等の画像の内容を評
価基準として加味してもよい。結果として、楽しい時間だけを集めたコラージュ画像を作
成することが可能となる。
【０１７１】
　また、上述の実施形態では、画像の選択に関して、コラージュ画像や動画の生成に限ら
れず、スライドショーの再生等にも用いることができる。また、生成した画像は、画像の
選択も含めて事後的に編集できるように構成してもよい。
【０１７２】
　また、上述の実施形態では、本発明が適用される撮像装置１は、デジタルカメラを例と
して説明したが、特にこれに限定されない。
　例えば、本発明は、画像生成処理機能を有する電子機器一般に適用することができる。
具体的には、例えば、本発明は、ノート型のパーソナルコンピュータ、プリンタ、テレビ
ジョン受像機、ビデオカメラ、携帯型ナビゲーション装置、携帯電話機、スマートフォン
、ポータブルゲーム機等に適用可能である。
【０１７３】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるし、ソフトウェア
により実行させることもできる。
　換言すると、図３及び６の機能的構成は例示に過ぎず、特に限定されない。即ち、上述
した一連の処理を全体として実行できる機能が撮像装置１に備えられていれば足り、この
機能を実現するためにどのような機能ブロックを用いるのかは特に図３及び６の例に限定
されない。
　また、１つの機能ブロックは、ハードウェア単体で構成してもよいし、ソフトウェア単
体で構成してもよいし、それらの組み合わせで構成してもよい。
【０１７４】
　一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そのソフトウェアを構成するプ
ログラムが、コンピュータ等にネットワークや記録媒体からインストールされる。
　コンピュータは、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュータであってもよい
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。また、コンピュータは、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実
行することが可能なコンピュータ、例えば汎用のパーソナルコンピュータであってもよい
。
【０１７５】
　このようなプログラムを含む記録媒体は、ユーザにプログラムを提供するために装置本
体とは別に配布される図１のリムーバブルメディア３１により構成されるだけでなく、装
置本体に予め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体等で構成される。リムーバ
ブルメディア３１は、例えば、磁気ディスク（フロッピディスクを含む）、光ディスク、
又は光磁気ディスク等により構成される。光ディスクは、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍ
ｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ－Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ），ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ），Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）　Ｄｉｓｃ（ブルーレイ
ディスク）等により構成される。光磁気ディスクは、ＭＤ（Ｍｉｎｉ－Ｄｉｓｋ）等によ
り構成される。また、装置本体に予め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体は
、例えば、プログラムが記録されている図１のＲＯＭ１２や、図１の記憶部１９に含まれ
るハードディスク等で構成される。
【０１７６】
　なお、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、そ
の順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくと
も、並列的或いは個別に実行される処理をも含むものである。
【０１７７】
　以上、本発明のいくつかの実施形態について説明したが、これらの実施形態は、例示に
過ぎず、本発明の技術的範囲を限定するものではない。本発明はその他の様々な実施形態
を取ることが可能であり、さらに、本発明の要旨を逸脱しない範囲で、省略や置換等種々
の変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、本明細書等に記載された発明
の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に
含まれる。
【０１７８】
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［付記１］
　相異なるグループの各々に属する複数の画像を取得する画像取得手段と、
　新たな画像生成に使用する画像数を決定する画像数決定手段と、
　前記画像取得手段により取得された前記相異なるグループの各々に属する複数の画像の
付帯情報に基づいて、前記画像取得手段により取得された前記複数の画像から、前記画像
数決定手段により決定された前記画像数の画像を選択する画像選択手段と、
　前記画像選択手段により選択された複数の画像から、新たな画像を生成する生成手段と
、
　を備えたことを特徴とする画像生成装置。
［付記２］
　前記相異なるグループに属する複数の画像の各々の付帯情報を評価する評価手段を備え
、
　前記画像選択手段は、前記評価手段による評価に基づいて、前記相異なるグループの各
々から画像を選択する、
　ことを特徴とする付記１に記載の画像生成装置。
［付記３］
　前記画像選択手段は、前記相異なるグループ内における前記評価手段による評価の高さ
が所定の順位の画像を各々選択する、
　ことを特徴とする付記２に記載の画像生成装置。
［付記４］
　前記画像選択手段は、前記相異なるグループの各々から、前記複数の画像を選択する、
　ことを特徴とする付記１から３の何れか１つに記載の画像生成装置。
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［付記５］
　前記画像選択手段は、前記相異なるグループの各々から、当該相異なるグループの各々
に属する複数の画像の総数より少ない数の画像を選択する、
　ことを特徴とする付記１から４の何れか１つに記載の画像生成装置。
［付記６］
　前記相異なるグループから特定のグループを選択するグループ選択手段を更に備え、
　前記画像選択手段は、前記相異なるグループのうち、前記グループ選択手段により特定
のグループとして選択されたグループと、当該特定のグループとして選択されなかったグ
ループとで、画像の選択手法を変更する、
　ことを特徴とする付記２に記載の画像生成装置。
［付記７］
　前記画像選択手段は、前記特定のグループ内では前記評価手段による評価が所定の順位
の画像を選択する一方、前記相異なるグループのうち、前記特定のグループ以外のグルー
プ内では無作為に画像を選択する、
　ことを特徴とする付記６に記載の画像生成装置。
［付記８］
　複数の画像を相異なるグループに分割する分割手段を更に備え、
　前記画像選択手段は、前記分割手段によって相異なるグループに分割された複数の画像
を取得する、
　ことを特徴とする付記１から７の何れか１つに記載の画像生成装置。
［付記９］
　前記分割手段は、複数の画像を前記画像数決定手段により決定された前記画像数に対応
する数の相異なるグループに分割する、
　ことを特徴とする付記８に記載の画像生成装置。
［付記１０］
　複数の期間から特定の期間を設定する期間設定手段を更に備え、
　前記画像取得手段は、前記期間設定手段により設定された期間に対応する前記相異なる
グループの各々に属する複数の画像を取得する、
　ことを特徴とする付記１から９の何れか１つに記載の画像生成装置。
［付記１１］
　前記相異なるグループは、特定の日単位、週単位、月単位、季節単位、年単位、又は暦
単位である特定の単位毎となる、
　ことを特徴とする付記１から１０の何れか１つに記載の画像生成装置。
［付記１２］
　前記生成手段は、前記新たな画像として、前記選択された複数の画像を１つの画像内に
配置した画像を生成する、
　ことを特徴とする付記１から１１の何れか１つに記載の画像生成装置。
［付記１３］
　前記選択された複数の画像の１つの画像内への配置は、位置とサイズを予め設定したレ
イアウトに基づいて決定する、
　ことを特徴とする付記１２に記載の画像生成装置。
［付記１４］
　前記画像選択手段は、前記相異なるグループに属する複数の画像から動画像又は静止画
像の少なくとも一方を選択する、
　ことを特徴とする付記１から８の何れか１つに記載の画像生成装置。
［付記１５］
　前記画像選択手段は、前記特定のグループに属する複数の画像から動画像又は静止画像
の少なくとも一方を選択する、
　ことを特徴とする付記６又は７に記載の画像生成装置。
［付記１６］
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　前記評価手段による評価結果に基づいて、前記相異なるグループの各々に属する複数の
画像の各画像に動画生成のための再生時間を設定する再生時間設定手段と、
　を更に備え、
　前記画像数決定手段は、前記再生時間設定手段により設定された前記再生時間に基づい
て、新たな動画の生成に使用する画像数を決定する、
　ことを特徴とする付記２に記載の画像生成装置。
［付記１７］
　前記生成手段は、前記新たな画像として、前記選択された複数の画像をつなぎ合わせて
動画を生成する、
　ことを特徴とする付記１から６の何れか１つに記載の画像生成装置。
［付記１８］
　前記生成手段は、前記選択された画像に基づいて、エフェクトを付与する、
　ことを特徴とする付記１７に記載の画像生成装置。
［付記１９］
　前記画像数決定手段は、ユーザ操作に基づいて、任意に画像生成に使用する画像数を決
定する、
　ことを特徴とする付記１から１８の何れか１つに記載の画像生成装置。
［付記２０］
　相異なるグループの各々に属する複数の画像を各々取得する画像取得ステップと、
　新たな画像生成に使用する画像数を決定する画像数決定ステップと、
　前記画像取得ステップにより各々取得された前記相異なるグループの各々に属する複数
の画像の付帯情報に基づいて、前記画像取得ステップにより取得された前記複数の画像か
ら、前記画像数決定ステップにより決定された前記画像数の画像を選択する画像選択ステ
ップと、
　前記画像選択ステップにより選択された複数の画像から、新たな画像を生成する生成ス
テップと、
　を含むことを特徴とする画像生成方法。
［付記２１］
　コンピュータを、
　相異なるグループの各々に属する複数の画像を各々取得する画像取得手段、
　新たな画像生成に使用する画像数を決定する画像数決定手段、
　前記画像取得手段により各々取得された前記相異なるグループの各々に属する複数の画
像の付帯情報に基づいて、前記画像取得手段により取得された前記複数の画像から、前記
画像数決定手段により決定された前記画像数の画像を選択する画像選択手段、
　前記画像選択手段により選択された複数の画像から、新たな画像を生成する生成手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【符号の説明】
【０１７９】
　１・・・撮像装置，１１・・・ＣＰＵ，１２・・・ＲＯＭ，１３・・・ＲＡＭ，１４・
・・バス，１５・・・入出力インターフェース，１６・・・撮像部，１７・・・入力部，
１８・・・出力部，１９・・・記憶部，２０・・・通信部，２１・・・ドライブ，３１・
・・リムーバブルメディア，５１・・・画像設定部，５２・・・画像取得部，５３・・・
画像評価部，５４・・・画像選択部，５５・・・画像生成部，５６・・・出力制御部，５
７・・・効果選択部，７１・・・画像記憶部，７２・・・画像情報記憶部，７３・・・効
果情報記憶部
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